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 2000年 10月６日に鳥取県西部の日野町を震源とする地震が発生した。この地域でマグニチュード７
を越す地震は 1944年の鳥取地震以来で，この地震の余震域付近に限ると歴史地震でも見当たらない。
この地域で注目すべき地震が発生したのは 1989年 10月 27日のM5.3の地震で，この地震以来この地
域の地震活動が活発になり，M５以上の地震を伴う大きな活動が翌年の 1990年，更に 1997年と３回あ
り，M５以上の地震が計６回発生している。 
 89，90年と２年続いた活動の後は鳥取県西部地震震源域の西方の島根県東部で 1991年８月 28日に
M5.9 と，この鳥取県西部よりも大きな地震が発生し，群発活動が始まったが鳥取県西部ほど活発では
なく，２年程で大きな活動は終わっている。 
 第１図は，鳥取微小地震観測所時代からの震源データを用いて，1978年から 2000年 10月５日まで
の震央分布図を示す。鳥取・島根県境付近の地震活動域を，2000 年鳥取県西部地震を含む地域（Ｂ），
その西側の島根県東部地域（Ａ），反対の東部の地震活動域（Ｃ）の３つに分けて地震活動の推移を調

べた。と第２図は，上記の３つの地域のＭ－Ｔ図である。（Ａ）の島根県東部域は 1982年にＭは小さい
が，群発活動が起こっている。その後，1991年８月 29日にＭ5.9の地震が発生し群発活動が始まった。
この地震はほぼ東西に主圧力方向を持つストライクスリップ型の発震機構で，鳥取県西部の地震と変わ

りはないが，余震分布は鳥取県西部と異なり地下の断層を暗示するような線状配列はほとんど見られな

い。この活動の主要部分は，半年ほどで終了し，92年後半と 93年後半に少し活動が活発になった後は，
活動が低調になり，97年後半，99年後半に僅かに活動があった。2000年鳥取県西部地震を含む（Ｂ）
地域では，1981 年ごろの小さな群発活動のあと，1989 年 10月 27 日にＭ5.3 の地震が発生し，翌月の
11月２日にもＭ5.4の地震が起こって，半年ほど活動が活発であった。震央は，鎌倉山南方断層の南方
に分布し，今回の地震の余震域と同じ走行をもった線状配列をしている。これらの活動の静穏化後の

1990年 11月 21日にＭ5.1，23日にＭ5.2，12月１日にＭ5.1と同規模程度の地震が集中して発生し，群
発活動が始まった。これらの震源域は，前年の震源域の鎌倉山南方断層を超えた北東に位置し，走行も

延長線上ある。この群発活動は前回より少し長く７ヶ月程度で一旦静かになり，その後Ｍ４クラスの地

震で３たび活動が活発になると思われたが，となりの（Ａ）地域に活動が移ったため，大きな活動には

ならなかった。その後も 93年や 94年などの小さな活動を繰り返し 1997年８月 23日にＭ3.1の地震が
起こると，その 12日後の９月４日にＭ5.4の地震が発生し群発活動が活発化してきた。この活動は，89
年，90 年よりも長く８ヶ月以上も続いた。また，震源域も，前の２つの震源域をカバーし，さらに南
北に広がっている。最大地震規模やＭ５以上の地震の個数は前の２つの群発活動に比べて劣るが，余震

域や群発活動の長さを考慮すると，2000 年鳥取県西部地震との関連性は最もあるのかもしれない。ま
た，これら，３つの群発活動の総合的な関連性の解明が 2000年の地震の予測につながる鍵となる可能
性がある。 
 東側の（Ｃ）地域は，群発活動はないが，Ｍ３を超える地震が（Ｂ）地域に活発な活動に先行して起

こっているように見える。先行時間がまちまちなのでなんともいえないが，今年の７月 17日に発生し
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た地震は，今回の地震の予兆であった可能性は大きい。第３図，第４図は，今回の地震の余震域の走行

に直行する方向と並行する方向の面に投影した地震の時空間分布図である。前述した活動の時空間的な

推移がよく見られる。 
 第５図は３つの地域、および（Ｂ）地域の地震の，２年毎のＢ値の変化を表したものである。中国地

方では，1983年鳥取県中部地震や1984年山崎断層地震などの中規模地震の前にＢ値の増加が見られた，
1989年の地震の前にもＢ地域でＢ値の増加は見られるが，今回の地震および 1997年の活動前には大き
な変化はない。 

（松村一男） 

－570－ 



 
第１図 鳥取・島根県境の地震分布（1978.1.1～2000.10.5） 

Fig.1  Epicentral Distribution Around The Tottori-Shimane Border (1978.1.1-2000.10.5) 
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第２図 第１図の各地域の地震の時系列 
Fig.2  Magnitude Time Distribution Of The 3 Areas 
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第３図 2000年鳥取県西部地震の余震域に直交する方向に投影した次空間分布 
Fig.3  Time-Space Distribution Projected Along The Perpendicular Line To The Direction Of Aftershock Area Of 2000 Tottori-Ken Seibu Earthquake. 
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第４図 2000年鳥取県西部地震の余震域に並行する方向に投影した次空間分布 

Fig.4  Time-Space Distribution Projected Along The Parallel Line To The Direction Of Aftershock Area Of 2000 Tottori-Ken Seibu Earthquake. 
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第５図 Ｂ値の時間変化（上：Ａ，Ｂ，Ｃ３領域，下：Ｂ領域） 
Fig.5  Variation Of B-Value (Upper:Three Area,Lower:B Area) 
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